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事務所だより 裏表紙 

 

       

看護学校建設看護学校建設看護学校建設看護学校建設プロジェクトにプロジェクトにプロジェクトにプロジェクトに全力全力全力全力をををを    
 

昨年、多形滲出性紅斑という病気のために訪問を断念しましたが、今年は６月２日から 

１１日まで現地を訪問しました。メンバーは、原口医師と河村さん、谷口さんという、

医師２人、看護師２人の旅でした。バングラでは抜水君が宿の手配や通訳として、大変サポートして

くれました。 

看護学校は開校までに予想以上の金額が必要で、開校を２０１６年７月に延期しました。残念ですが、

その間に日本側、バングラ側とも体制の立て直しを図りたいと思います。 

地域でも有数の学校に育ったションダニ学校の生徒、先生たちとの交流、新築なったジャパニ小学校

の生徒たちとの交流もありました。ジャパニ小学校は、一度離れかけた生徒や先生たちが「戻ってき

た」といいます。ションダニ学校の高校生たちは、フェイスブックを通じて、日本や世界とつながっ

ています。ションダニ病院のマフーズ医師は、日本の医療とバングラの医療の違いについて、熱心に

尋ねてきました。残念ながら、病院での診療や、サテライトクリニックでの診療に参加することはで

きませんでしたが、ダッカでの緩和ケアセンターの見学・交流、大使館での多くの助言、など実に実

りの多い旅でした。 

あらためて、看護学校建設の重要性を認識した旅でもありました。多くの皆さんの支援、声援に心か

ら感謝いたします。                             （二ノ坂保喜） 

代表代表代表代表    

挨拶挨拶挨拶挨拶    
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豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心とととと奉仕奉仕奉仕奉仕のののの精神精神精神精神（（（（原口勝原口勝原口勝原口勝さんさんさんさん：：：：医師医師医師医師））））    
 

バングラデシュでは、人々は家族に恵まれ、近所の

方たちといつも語り合い仲良く暮らしているという

ように 

私の目には映りました。誰かが入院したら、家族が

一緒に泊まり込んで、食事や排泄など身の回りのお世

話をしています。日本では看護師や看護助手がしてい

るような業務を家族が行っているのです。 

ボロブプール病院のシスターローズは病院からの

報酬は無く、年金で生活しているそうです。「病院経

営は赤字だけれども、いつも神様が何とかしてくれ

る」と言われました。 

山形ダッカ友好病院のラーマン医師の「医療費が払

えない人は、払えるようになってから払ってくれたら

いい」という言葉が印象的でした。小林レイ子さんは、

看護師の社会的立場の向上を目指して頑張っておら

れました。毎日看護の原点で働くことができるから、

いきいきとされているのでしょう。 

BSMMU は国立の大学病院ですが、緩和ケア病棟で働

くネザムジン教授は、バングラデシュの国情に合わせ

た緩和ケアの普及を目指しておられます。「緩和ケア

に恋した」と語る優秀な若手医師たちも働いていまし

た。ここで教育を受けた医療スタッフが各地で緩和ケ

アを展開されることを期待します。 

今回の現地視察は実に楽しかったです。それは、豊

かな心を持った人たちに触れ合う毎日だったからで

しょう。医療の原点は奉仕であることを実感し有意義

な旅でした。貴重な体験を賜った関係者の皆様に深謝

いたします 

緩和緩和緩和緩和ケアケアケアケア、、、、看護学校看護学校看護学校看護学校、、、、慈善病院慈善病院慈善病院慈善病院、、、、    

バングラデシュのバングラデシュのバングラデシュのバングラデシュの医療医療医療医療のののの源流源流源流源流をををを巡巡巡巡るるるる旅旅旅旅    
2014/06/022014/06/022014/06/022014/06/02----06/1106/1106/1106/11    ションダニションダニションダニションダニ病院病院病院病院／／／／ションダニ・スクーションダニ・スクーションダニ・スクーションダニ・スクールルルル／／／／ボロブプールボロブプールボロブプールボロブプール病院病院病院病院／／／／ムジブノゴルムジブノゴルムジブノゴルムジブノゴル

／／／／ジャパニジャパニジャパニジャパニ小学校小学校小学校小学校／／／／山形山形山形山形ダッカダッカダッカダッカ友好病院友好病院友好病院友好病院／／／／BSMMUBSMMUBSMMUBSMMU／／／／在在在在バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ日本国大使館日本国大使館日本国大使館日本国大使館    

現地現地現地現地    

訪問訪問訪問訪問    
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緩和ケア病棟で働く女医（手前及び左後方）と 

緩和ケアボランティア（中央の青い仕事着の若い女性） 

緩和ケアセンターの提供するサービスの掲示板 

左は、入院・外来・在宅・デイケア・リンパ浮腫 

中央は、教育。右は、市民への啓発活動 

 

バングラデシュのバングラデシュのバングラデシュのバングラデシュの緩和緩和緩和緩和ケアとのケアとのケアとのケアとの出会出会出会出会いいいい（（（（二二二二ノノノノ坂保喜坂保喜坂保喜坂保喜さんさんさんさん：：：：医師医師医師医師））））    
 

看護学校建設プロジェクトの進行状況のチェックと、

現地との話し合いと共に、今年のもう一つの訪問の目

的は、バングラデシュの「緩和ケアとの出会い」でし

た。インドのケララと日本の福岡で研修を受け、緩和

ケアを志したネザム医師と事前に連絡を取り、シェイ

ク・ムジブ医科大学にある「緩和ケアセンター」を訪

問しました。ネザム医師をはじめスタッフは大歓迎。

他の病棟の片隅に間借りして始まった緩和ケアが、現

在 17 床の病棟へ発展し、在宅ケアも行い、またバン

グラ全体のリーダーとして研修・教育の拠点としても

活躍、また一般市民への啓蒙活動も熱心におこなって

いました。 

途上国での緩和ケアは、先進国とは違った多くの問題

を抱えています。少ない医療資源（医師、看護師、病

院など）、医療保険制度の不備（自費で払うので、金

持ちしかかかれない）といった途上国医療一般の問題

に加えて、地域社会で支えるホスピス・緩和ケアの文

化が育っていない、死をタブー視する文化などが問題

です。 

しかし、ネザム医師を中心とする緩和ケアセンターは、

バングラの緩和ケアを引っ張っていく熱意に満ちて

いました。ここでは、緩和ケアの外来、入院及びデイ

ケア、リンパ浮腫のケアなど実際のサー

ビスを行うと共に、医師や看護師に対す

る教育・研修を行い、かつ市民への啓発

活動も行っています。 

乏しい資源の中でも、コミュニティで支

える緩和ケアを開発し発展させているイ

ンド・ケララの経験に学びながら、バン

グラの緩和ケアが発展していくのを願っ

ています。 

見学のあと、一緒に食事をした若い医師

たち。彼らに、なぜ緩和ケアを目指した

のか？と尋ねました。ある若い女性 2人

は、「緩和ケアに fall in love（恋をし

たの）」と答えてくれたのが、心に残りま

した。



Milon 135 

3 

    

バングラへバングラへバングラへバングラへ 3333 回目回目回目回目のののの渡航渡航渡航渡航ですですですです（（（（河村富美子河村富美子河村富美子河村富美子さんさんさんさん：：：：看護師看護師看護師看護師））））    
 

私達 4名は、次の 3つのテーマを掲げ旅立ちました。 

① 看護学校建設の現状を確認する。 

② 現地のNGOスタッフ、村人と交流し、現地の意見、

問題意識を可能な限り共有する。出来るだけ日本に伝

えることが出来るようにする。 

③ バングラデシュの緩和ケアの現状視察。出来れば、

将来の交流につなげたい。 

＊ ボロブプール病院訪問 （シスターローズとの出

会い） 

＊ 山形ダッカ友好病院訪問 （小林レイ子さんとの

出会い） 

 結果、私達は、抜水さんの素晴らしい同時通訳のお

かげで知り得た事が沢山あり多くの学びを得る事が

出来ました。また、河野さんの的確な（1 級建築士）

説明により正しい情報を日本に持ち帰ることができ

ます。 

 実り多い有意義な旅だったので、総てを皆様にお伝

えしたいのですが、紙面に限りがあります。今回、私

は、小林レイ子さんに出会い、自身のライフスタイル

が変わるかも知れないと思うほどの衝撃を受けて帰

国しました。その方のプロフィールをご紹介します。 

 

 小林レイ子さん： 北海道美唄（びばい）生まれ。

東京、神奈川を経て 1976 年、山梨へ。看護師として

45 年勤める。1989 年、息子 2 人を連れ、バングラデ

シュ ロキプール村のマザーテレサ病院で1ヶ月ボラ

ンティアとして滞在する。それを機に、1990～2011 年

まで 18 回バングラデシュを訪れボランティア活動を

行う。その間、バングラデシュの教育支援を目的に「シ

ャプラニール山梨パニの会」を立ち上げ 8年代表を務

める。現在、バングラデシュの「山形ダッカ友好病院」

のボランティアとして病院長の秘書業務や看護指導

を行い、多忙な毎日を送られています。 

小林さんは、昨年 8月カラムディ村を訪れ、初めに訪

れた村の風景と重なり胸が一杯になったそうです。施

設内を案内され、先ず初めに「清潔が保たれている」

と感じたそうです。山形ダッカ友好病院では、ラーマ

ン院長先生が掲げている事の中に①嘘をつかない②

約束を守る③時間を守るなどがあり、これらは、日本

では、小さい頃から親が教え当たり前の事として習慣

化されていることなのにと、哀しげに話してくれまし

た。ションダニ病院では、朝の朝礼では 1分も遅れる

ことなく集合しているし、施設内が清潔であるション

ダニスタッフの日頃の努力を褒められているようで、

自分の事のように嬉しく思いました。大木松子さんが

滞在の折「道端に唾を吐かない」「ゴミを捨てない」

「村の発展は、あなた方にかかっていますよ」「この

村は第 2のふるさと」と言ったこれらの言葉は今も生

き続けていると思いました 

 楽しく、充実した旅はアッという間に過ぎて行きま

した。 

ボロブプール病院のシスターローズ。優しい眼差しが

すてきな方でした。「年齢は？」「忘れたわ」「年収

は赤字だけど神様の思し召しで何とかなるでしょう」

BSMMU 国立緩和ケア病棟のネザムジン教授、「ザム

ちゃん先生」はこの病院を立ち上げるにあたり忘れて

はならない 2 つのことがある。1 つは、ケララでの学

び、2 つめは、福岡大学病院、麻酔科、比嘉和夫教授

の下で研修を積んだことをあげてありました。二ノ坂

先生、原口先生のプレゼンは素晴らしく、日本の緩和

ケア、在宅ケアの様子が分かり、みなさん聞き入り感

動されていたようです。また、「緩和ケアに恋をした」

という若い医師の言葉を聞き、私が「村に恋をした」

と、同じことを言っている人達がいる。とても嬉しい

です。そして、どうやら、私は 2番目に小林レイ子さ

んに恋をしたかも知れません。これからも、いくつ増

えるか分からないくらい恋多き女性かもしれません。 

 大使館の私的ルームでは、飲み物とお食事で歓迎し

て下さり夜更けまで盛り上がりました。私達の活動し

ている内容を好意的に受け止めて頂いたようです。怪

しげなバー「さくら」では、停電のためか、元々なの

か入ってから出るまで暗い中での飲み会でしたね。私

はお腹の方が今一だったので、話の内容を殆ど覚えて

いません。和子さんが、「サラダならいいよね」とか

いがいしくお世話してくれていました。代表と河野さ

んは、大切そうなお話を真剣にされてましね。 

 今回の旅で一番の抜擢は、谷口和子さんではないで

しょうか。行く前から「1回切りだから、もう 2度と

行かないから」と言いながら、乗りに乗っていたのは
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和子さんでした。和子さんが行動すると、総ての人達

が笑顔になります。村ではすっかり「谷口さん」「和

子さん」と呼ばれ、浴衣姿で踊った「おてもやん」「炭

坑節」シャリーの衣装での挨拶も喜んで頂きました。

ションダニスクールでは生徒達に囲まれもみくちゃ

にされていましたね。旧シラトンホテルのロビーでは

綺麗な歌手の人達と仲良くなっていました。部屋から

降りて来られた原口先生も「2ショットで撮ってもら

っていいですか」国技の相撲を披露し原口先生がわざ

と負ける姿に歓声が上がり盛りあがりました。寡黙で

ゼントルマンの原口先生、意外で面白い温かさを感じ

た旅でした。 

 6/2～6/11 まで笑いっぱなしの旅でした。二ノ坂先

生の困ったようなお顔を何度か見ました。私達2人は、

羽目を外し過ぎたのかも知れません。私達の笑顔と温

かさに免じてどうかお許しください。 

 準備して下さった会の皆様、お気持ちを寄せて下さ

った比嘉先生、ザムちゃん先生、ラーマン先生、小林

さん、家族、抜水さん、河野さん、ションダニスタッ

フの皆様、ポラシェさん、二ノ坂先生、原口先生、谷

口さん、楽しい旅をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

チョーチョーチョーチョー☆☆☆☆ゆかいなゆかいなゆかいなゆかいな仲間仲間仲間仲間たちたちたちたち（（（（谷口和子谷口和子谷口和子谷口和子さんさんさんさん：：：：看護師看護師看護師看護師））））    
 

看護学校建設の進捗状況や今後の支援のあり方は

同行諸氏にお任せするとして、私は「つなぐ会」を巡

る仲間、取り分けユニークだった日本大使館で出会っ

た新たな仲間のことをお伝えします。 

同行者は一緒に日本を出発した、どこでも眠れるニ

ノ坂代表、妙に馴染んでおられた原口医師、何事にも

真剣な河村さんの４名とバングラで合流した東大出

の語学堪能な仕事人の抜水さん、山形ダッカ病院で日

本人をサポートするアイドル看護師の小林さん。計 6

名でした。一方大使館員は国交省でダム建設に関わっ

た経験を持つ佐々原一等書記官と整形外科医として

メスを握っていた齋木医務官のお二人。 

大使館を訪問した理由は３人にお任せし、私は大使

館員お二人との出会いに言及します。私は自分自身が

日本大使館を訪問したことすら驚きなのに、佐々原さ

ん宅（大使館員用の住居）に上がりこみ、料理人が準

備してくれた日本食を堪能し、本人の「勝手にどうぞ」

をいいことに本当に勝手に冷蔵庫からビールを出し、

オレンジジュースを飲み干し、ワインを何本も空にし

てしまったことに不思議な縁を感じました。こんなこ

とが私の人生に降ってくるなんて。 

抜水さん以外は同世代の私達でしたので、給食の脱

脂粉乳に花が咲き、大使館員お二人の身元調査もしっ

かり行なって。そんな中、佐々原さんから「つなぐ会」

の長期的な活動を「単発で無い所がスゴイ」と評価さ

れた時の代表の密かなドヤ顔を皆さんにお見せした

かったです。齋木さんは医師としての視点でバングラ

を徘徊された経験から「バングラに必要なのは物では

なく人。この国に貢献するという

志を持った人を育てる、やっぱり

教育が大事」と熱く熱く語られ私

もウッカリ感染しそうになりま

した。 

バングラで出会ったもう１人

の日本人。JICA のイケメン建築士

河野さん以外が集結したこの日、

同じ志を持つ仲間との出会いこ

そが、私にとっての最大の収穫で

した。 
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    新理事紹介新理事紹介新理事紹介新理事紹介                                                                牟田牟田牟田牟田    壽壽壽壽((((むたむたむたむた    ひさしひさしひさしひさし))))さんさんさんさん    
 

本年より手をつなぐ会の理事を

拝命いたしました牟田寿と申しま

す。２００７年定年退職、翌年よ

り当会のメンバーとして参加、 

‘１０年勧められるままにバング

ラデシュへのスタディツアーに参

加。強烈な印象と衝撃を受けたの

を昨日のように思い出します。帰

国後なにか僕にできるものはない

か思案中、まずは一般市民にバン

グラデシュのことを広く知っても

らうことが大事だと思い、写真展

を開催することを思いつき手始め

に地元の王塚古墳記念館で実施。

多くの人たちと心温まる触れ合い

に味をしめ、それ以降、空港、病

院など主立った場所で開催してき

ました。NPO の活動といっても使命

感とかでなく、自分が楽しんでや

らなきゃ長続きなんかしないと確

信していましたし、且つ退職後の

人生を自由に存分に楽しもうとい

う自己欲を基本理念にしてきたと

思います。これまで旧職場の広報

部 に 働 き か け 、 現 地 の

Information center の設置に関

わったり、バングラデシュに卓

球台を送ろう！と自身の属す

る卓球クラブ員に呼びかけし、

基金を募り、結果卓球場が整備

されつつあります。又小学校の

学び塾（英語講師ボランティ

ア）を通してある NPO の人と知

り合い、今年は現地に LAPTOP

を送ろうと計画しています。ま

た、児童絵画交流を宮崎県のあ

る小学校とバングラデシュの

小学校との間で勧めようと計

画しています。いずれも私個人の

発案で、これに対する会員の反対

はなく、むしろこれまで好意的に

とらえてくれています。否、応援

の手を差のべてくれているのです。

これは思いがけないことで感謝の

一言でした。僕としては勝手にや

っているだけです。しかしよく考

えてみるといずれの活動も、「人か

ら喜ばれること」をたのしんでい

る自分がいるのですね。 

 これから理事という立場で NPO

に関与することになりますが、こ

の基本姿勢は今後も変わらないと

思います。そうはいいながらも会

には課題も多く山積しています。

会員の減少、資金確保が思うよう

にできない、など。しかし組織は

人が作るといわれるように、人材

の育成＝若返りと組織の和が最も

大切です。未来のある組織体とし

て発展していくように僕なりに何

らかの形で少しでも貢献できたら

幸いですし、そう祈っています。

共に楽しんで働きましょう！宜し

くお願い致します。 

 

5 月 18 日（日）14:00 から 

（特活）バングラデシュと手をつなぐ会 

「2014 年度定期総会」が、にのさかク 

リニック 2 階ホールにて開催されました。 

出席者 15 名、欠席に伴う委任状提出者 

30 名で正会員 95 名の 5 分の 1 以上に達し、定款に定め 

る総会の開催要件を満たしました。また正会員以外に 4 名 

の方にもご参加いただきました。 

議長に平山理事が選出され、議案書に沿って 2013 年度 

事業報告、収支報告を受け、いずれも承認されました。 

二ノ坂代表がスライドを使用して 2013 年度のイベント 

と現地訪問を振り返りました。前年度の現地訪問は公募をせず、少人数で行いました。 

また前日の西日本新聞に掲載された「バングラ看護学校 SOS」を紹介しました。看護学校建設プロジェ 

クトでは 2013 年度に 1,550 万円の送金を行いました。現在、3 階までの骨組み工事が完成し、内装工 

事が始まります。続いて、2014 年度事業計画案、収支予算の報告を受け、いずれも承認されました。最

後に新役員の紹介があり、これまで理事を務めてきた待鳥氏、顧問の八木氏が退任し、新たに牟田氏、河

村氏が理事に就任しました。（原澤：事務局） 

総会総会総会総会のののの    

ごごごご報告報告報告報告    
総会総会総会総会    

報告報告報告報告    


